<インタビュー記録>歴史教育体験を聞く：宮原武夫先生 by 宮原  武夫 et al.






























                                                     
































































































































































































































































                                                     

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































れていて55、さらに『ファミリー版 世界と日本の歴史』全 12 巻56を共編著で出され
たのも大学にいらした前後の時期かと思います。この「ファミリー版」という企画の
中心になったのは宮原先生と鈴木亮57先生になりますか。 
                                                     
54 宮原武夫『社会科教育入門』大月書店、1989年。 
55 臼井嘉一・宮原武夫編著で『たのしくわかる社会科 人物史で学ぶ歴史教育』（上・下、あゆみ出





































                                                     

























作成されて 2015 年度まで全部で 11 種が発行されました。「実教出版『高校日本史』
の編集体験」によると、1974年12月に実教出版から話があって、1978年度用に向け










































































































































































「明治 150 年」（2018 年）の政府のキャンペーン75があるわけですけど、逆に船橋で































































































                                                     
82 君島和彦「歴史総合とはどのような科目か 」（『歴史地理教育』第880号、2018年6月 ）、井ノ口
貴史「「歴史総合」の批判的な検討から創造的実践へ」（『歴史地理教育』第888号、2018年12
月）、君島和彦「歴史総合をどう見るか : 井ノ口貴史論考へのコメント」（『歴史地理教育』第898
号、2019年8月）などを参照。 
  
118 
さんは社会科の復活だと言ったけれども、そういう問題なのかなと。もっと根本的な問
題に立ちかえって、本当の子どもの学習権を保証する教育とは、いったいどういうもの
か。そこから考えないと、また同じ過ちを繰り返すのではないかなということを最近感
じますね。 
 
― 長い時間、お話をお聞かせ下さいまして、本当にありがとうございました。 
 
 
後記 
 
 インタビューのお願いを快くお引き受けいただき、貴重な多くのお話を伺うことがで
きた。古代史・歴史教育・郷土史等の研究や実践を、研究者・教師・市民として一貫し
て継続されてきたお話は大変に興味深いものであった。ただし、聞き手の勉強不足によ
り表面的なまとめ方しかできていない部分が多い。注記等で紹介した宮原武夫先生の各
論考等を参照していただければ幸いである。 
 最後に多くの資料をご用意いただき原稿完成にも多大なるご協力を賜った宮原武夫先
生に心から御礼を申し上げます。 
 
（注記に関して、さまざまな文献やホームページ等の情報を利用させていただきました
ことを申し添えます。） 
（文責：茨木智志） 
 
